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・サステナビリティ経営　基本理念

創業以来、「人間を大切にしましょう」をモットーに人間尊重の経営を実現することを

目標としてきたタカラにとって、サステナブルな社会の実現に貢献していくことは企業経

営と不可分なものであり、本業を通じたサステナビリティ経営への取り組みを積極的に推

進することで企業価値の向上と持続的な成長を図っていきます。

　すべてのステークホルダーとの対話を重視し、透明性の高い経営に努め、国内外の法令・

ルールを遵守し、かつ人権を尊重した倫理的な事業活動を行います。また、社会・経済・

環境に及ぼす影響を的確に把握し、企業の社会的責任を果たして参ります。

・サステナビリティ経営　基本方針

株式会社タカラは、

1. 組織統治：企業活動の根底に、コンプライアンス及びリスク管理を据え、内部統制機能を強化し、

透明性の高い経営が実現できる組織体制を確立します。

2. 人権：人権に対するリスクを的確に把握し、防止し、誰一人取り残さない組織体制を確立します。

3. 労働慣行：労働者の安全、健康の確保、労働時間の適正化に努め、児童労働、強制労働を禁止し、

多様な雇用並びにワークライフバランスの支援を行い、結社の自由と団体交渉権を尊重し、生産

性の向上及び働きがいのある職場環境の改善に努めます。

4. 環境：地球環境を守ることを企業の社会的責任と認識し、「環境方針」のとおり環境調和型商品

の企画開発・販売と環境マネジメントシステムの継続的改善に努めます。

5. 公正な事業慣行：健全な事業活動を基本とし、疑義を招く行為をつつしみ、不正な行為は一切行

いません。

6. 顧客満足度の追求：環境や安全に配慮した革新的な製品の開発及び安定した品質の保証を追求す

ることで、顧客満足度の向上に努めます。

7. 地域社会への貢献：地域環境に配慮した事業の運営や、雇用機会の創出など地域社会の安定と、

安全安心な生活に貢献します。

・サステナビリティ経営　行動規範

株式会社タカラの役員および社員（契約社員、派遣社員等を含む）は、「人間を大切に

しましょう」という経営理念に基づき、企業価値向上のため、常に企業の社会的責任（ＣＳ

Ｒ）を全うし、この行動規範に定める事項を誠実に遵守します。

1. 法令遵守 6. 情報管理・守秘義務の適正運営・管理・保護

2. 人権尊重 7. 情報開示

3. 就業環境整備 8. 利益相反・不正利益の排除

4. 環境保全・保護 9. 接待・贈答等の法令順守

5. 公正取引 10. 反社会的勢力の一切の遮断

2023年1月31日制定

サ ス テ ナ ビ リ テ ィ 報 告
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株式会社タカラ　サステナビリティアクションプラン 2023年12月4日現在

　　重　点　項　⽬ 取り組み内容

1
・
事
業
を
通
じ
た
社
会
へ
の
貢
献
︑
価
値
創
造

プロジェクトL開発件数の増加
①プロジェクトメンバーによる開発アイデア創出
②プロジェクトメンバー以外からのアイディア収集(社内懸賞等)　③顧客からの要望の収集
④ターゲット購⼊層を想定した情報収集

環境調和型商品の売上⾦額の
増加

①仕⼊先及び材料メーカーからの情報収集　②提案資料の更新、社内への周知
③取引先向け勉強会の開催　④勉強会へのプロジェクトメンバーの同⾏

セキュリティ関連商材の売上⾦
額の増加

①新しい改ざん、偽造防⽌技術の情報収集　②ターゲット先業界企業への上記提案
③当社全店営業に対する上記情報、提案資料の提供　④ターゲット先業界企業へのメンバー同⾏

電⼦タグ(RFID)関連商材の案
件数の増加

①RFID導⼊企業の⽤途事例収集　②RFID未導⼊企業への提案ならびに反応確認
③当社全店営業に対する上記情報の提供　④導⼊効果をイメージできる提案資料の作成・修正

包装⽤省⼒機器の開発件数の
増加

①営業向けアンケート調査によるアイデア抽出　②東京・⼤阪機械課での納⼊実績からアイデア抽出
③展⽰会に出向き最新情報を収集

商談件数の増加 ①翌週の訪問計画の確認からの実践　②各プロジェクト商材及び新商材の紹介
③実績の⽔平展開　④ユーザーニーズの聞き出し

海外売上⾦額の増加 ①タイでの新規取引企業数増加　②タイ拠点のスタッフ増強
③海外⼈材の採⽤・育成(TOEIC800点以上等)　④現地ニーズに合致した製品の開発

2
・
持
続
可
能
な
地

球
環
境
へ
の
貢
献

ISO14001の⽬標達成率の良
化 ①不良在庫の削減、②不動在庫の削減

CO2排出量ーScope1,2,3の
削減(関連⼯場を含む) ①消費電⼒削減⽅法の検討　②再⽣エネルギーの活⽤検討　③スコープ３の把握

３
・
事
業
基
盤
の
強
化

労働⽣産性(⽉あたり)の向上 ①個⼈別職能単位取得率の向上　②e-Learningによる個⼈別不⾜項⽬の研修受講

主要依存関係先事業継続調
査能⼒表スコアの向上

①代替が効かない仕⼊調達部材・サービスの選定　②対象仕⼊先に対する初回調査の実施
③調査回答内容に基づく分析、課題の明確化

社内DX化の推進（レガシーシ
ステムからオープン系に乗り換
え）

債権・債務システムのERP化
①既存システムの業務プロセスを理解（設計書）②移⾏にかかる⼯数やスケジュールの策定
③システムの構築・教育・運⽤、電⼦化への対応　④取引先との電⼦化率(請求書・⽀払明細書）

不良発⽣の低減
①不良のデータ取りと分析(要因分類・分析と対策、検証)　②協⼒先管理(指導・育成、監査・評価、情
報の共有）　③原材料管理(主原料の原紙供給元の管理、監査）　④社員への教育（スキルアップ）、
監査員育成、営業への指導（ラベル設計の基となる仕様書作成）、ラベル受発注マニュアル電⼦化に向
け管理・運⽤検討

未使⽤⽤紙枚数の削減 ①ペーパレス推進対象領域の選定　②ペーパレス化推進対象取引先の選定と対策検討
③コピー⽤紙使⽤⽤途割合の現状把握

４
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
強
化

EcoVadisスコアの向上 ①サスティナビリティ⽬標の推進　②基本理念・基本⽅針・⾏動規範の策定・公表
③⼈権・労働・倫理に関する⽅針に基づく具体的対策および体制構築

IT予算に占めるセキュリティ予算
の割合増加（情報漏えい対
策・情報セキュリティ教育）

①現状のルール状況の把握　②ルール制定にあたってのメリット・デメリット整理
③UTM装置の導⼊・運⽤　④バックアップシステムの検討
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・ 基本理念

全組織をあげて環境負荷の低減に取り組む。

・ 環境方針

１. 環境マネジメント活動の推進と継続的改善

当社の包装資材及び関連機器の販売を中心とした事業活動が環境に与える影響を

的確に影響を的確に捉え、可能な範囲で環境目的･目標を定め、環境マネジメント

活動を推進するとともに、これを定期的に見直し維持向上に取り組む。

２. 環境関連法規の順守

環境関連の法律・条例、協定を順守し環境保全・保護および環境汚染の予防に取り組む。

３. 省エネルギー、省資源の推進

電気・ガス等のエネルギーの無駄やロスの削減に努め、有効活用をはかるとともに、

紙類の節約等により省資源を進める。

４. 環境調和型商品の開発、販売に積極的に取り組むことにより、環境に負荷を与えない

商品の普及を推進し、環境保全・保護および環境汚染の予防に取り組む。

５. 環境啓蒙活動の展開

社内広報活動、教育を通し、全社員及び当社の為に働く全ての人の環境方針への理解と

環境に対する意識の向上をはかるとともに、社外にも公開する。

２００３年７月　１日  制定

２０２４年２月２１日  改定

環　境　報　告

タカラは、地球環境の保全が人類共通の最重要課題の一つであることを認識し、
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・ ２０２３年度　環境目的・目標及び実績

　監視項目 

１．在庫の適正管理 …… 達成率106％

２．環境調和型商品の拡販 …… 達成率103.8％

　運用項目 

…… 215件

２.資源の有効活用 …… 対前年比▲3.9％(CO2排出量)

３.梱包資材の有効活用 …… 対前年比＋13.8％(費用)

４.グリーン調達の実施 …… エコ関連比率＋64.2％

５.エコドライブの実施 …… 対前年比＋0.12ℓ／km(燃費)

…… 2件（手順確認件数）

７.労働時間管理の実施 ……
対前年比＋0.7時間
（1人当り月残業時間）

・ ２０２４年度　環境目的・目標

　監視項目 

１．在庫の適正管理

２．環境調和型商品の拡販

　運用項目 

１．顧客要求事項の確実な反映：梱包ニーズ・法的要求事項

２．資源の有効活用

　　：紙の購入量・使用量の把握、リサイクルトナーの使用、ゴミの排出量の把握、

ゴミの分別、マニフェストの順守、コピー用紙リサイクルの推進、

ごみの減量と適正処理、資源化可能な紙類の廃棄方法順守

３．梱包資材の有効活用

４．グリーン購入の推進（備品のみ）

５．自動車の安全運転、エコドライブの推進

６．火災予防対策手順書の順守、BCPの順守、新型コロナウイルス感染対策の徹底

７．労働時間管理の実施

１.顧客要求事項の確実な反映
（梱包ニーズ・法的要求事項）

６.火災防止及び火災発生時の緊急対応手順の確認、
自然災害発生時の緊急対応手順の確認
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商 号 株式会社タカラ

英 文 商 号 Takara Pac LTD.

創 業 1955年（昭和30年）6月1日

会 社 設 立 1957年（昭和32年）8月27日

資 本 金 2億円

発行済株式総数 40,000株

会 社 所 在 地 〒538-8501大阪市鶴見区緑一丁目11番8号

役 員 代表取締役社長　津田　邦夫　他7名

決 算 期 8月20日（年1回）

所 属 団 体

・（公社）日本包装技術協会＜会員番号No.1-1963年の発足時より会員＞

・（一社）日本包装機械工業会

・（一社）日本食品機械工業会

・日本粘着テープ工業会

・東京都正札シール印刷協同組合

・（一社）日本フレキソ技術協会＜幹事会社＞

・（一社）医薬品セキュリティ研究会

・PISF（Product & Image Security Foundation）＜日本で最初の会員＞

国 際 規 格 ISO 14001:2015 　 (初回登録日　2004年3月19日)

FSCⓇCOC 　（初回登録日　2021年12月15日)

関 連 会 社

・タカラ印刷株式会社 ISO 9001:2015

・カンサイタカラ印刷株式会社 ISO 9001:2015

会　社　概　要
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